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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　柱部材から張り出すガセットプレートに対し、側面視にて梁端部が重なるように梁部材
を設置する梁設置工程と、
　前記梁端部の側面及び前記ガセットプレートにそれぞれ形成された貫通孔に棒状仮留部
材を挿入して該梁端部の両側に緊張材取付治具をそれぞれ固定し、該緊張材取付治具に取
り付けられた緊張材を緊張させる建直し工程と、
　前記梁端部から前記緊張材取付治具及び前記棒状仮留部材を撤去し、前記貫通孔に棒状
本設部材を挿入して前記柱部材と前記梁端部とを接合する柱梁部材接合工程と、
　を有する柱梁部材の施工方法。
【請求項２】
　前記梁部材が、少なくとも外周部に木質部を有し、
　前記緊張材取付治具が、前記棒状仮留部材及び前記棒状本設部材が固定される固定プレ
ートを有し、
　前記梁設置工程において、前記梁端部に上下方向に形成されたスリットに前記ガセット
プレートを挿入し、
　前記建直し工程において、前記梁端部の側面に前記固定プレートを重ねた状態で固定す
る、
　請求項１に記載の柱梁部材の施工方法。
【請求項３】
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　前記建直し工程において、前記梁端部の少なくとも一方側に、前記梁端部を斜め下方へ
引っ張る緊張材が取り付けられる斜め下方用の前記緊張材取付治具と、前記梁端部を横方
向へ引っ張る緊張材が取り付けられる横方向用の前記緊張材取付治具を並べて固定する、
　請求項１または請求項２に記載の柱梁部材の施工方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、柱梁部材の施工方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　木造梁の梁端部に形成された溝に木造柱の側面から張り出す継手金物を挿入し、梁端部
及び継手金物にドリフトピン等を貫通させることにより、木造柱と木造梁とを接合する木
造構造物の接合構造が知られている（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平１０－８５７４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、柱の傾きや梁の位置の調整（以下、この調整を「建直し」という）は、例え
ば、柱や梁に複数の緊張材を巻き付け、これらの緊張材によって複数方向から柱または梁
を引っ張ることにより行われる。
【０００５】
　しかしながら、柱や梁に対する緊張材の巻き付け作業には手間がかかる。
【０００６】
　本発明は、上記の事実を考慮し、緊張材の取り付け作業の手間を低減することができる
柱梁部材の施工方法を得ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　請求項１に記載の柱梁部材の施工方法は、柱部材から張り出すガセットプレートに対し
、側面視にて梁端部が重なるように梁部材を設置する梁設置工程と、前記梁端部の側面及
び前記ガセットプレートにそれぞれ形成された貫通孔に棒状仮留部材を挿入して該梁端部
の両側に緊張材取付治具をそれぞれ固定し、該緊張材取付治具に取り付けられた緊張材を
緊張させる建直し工程と、前記梁端部から前記緊張材取付治具及び前記棒状仮留部材を撤
去し、前記貫通孔に棒状本設部材を挿入して前記柱部材と前記梁端部とを接合する柱梁部
材接合工程と、を有している。
【０００８】
　請求項１に係る柱梁部材の施工方法によれば、梁設置工程において、柱部材から張り出
すガセットプレートに対し、側面視にて梁端部が重なるように梁部材を設置する。
【０００９】
　次に、建直し工程において、梁端部の側面及びガセットプレートにそれぞれ形成された
貫通孔に棒状仮留部材を挿入して梁端部の両側に緊張材取付治具をそれぞれ固定する。こ
のとき、棒状仮留部材によって梁端部とガセットプレートとが仮接合される。そして、両
側の緊張材取付治具に取り付けられた緊張材を緊張させ、梁端部を両側から引っ張ること
により、梁部材及び当該梁部材に仮接合された柱部材の建直しを行う。
【００１０】
　次に、柱梁部材接合工程において、梁端部から緊張材取付治具及び棒状仮留部材を撤去
する。そして、梁端部の側面及びガセットプレートにそれぞれ形成された貫通孔に棒状本
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設部材を挿入して柱部材と梁端部とを接合（本接合）する。
【００１１】
　このように本発明では、建直し工程において、梁端部の側面及びガセットプレートにそ
れぞれ形成された貫通孔に棒状仮留部材を挿入して梁端部の両側に緊張材取付治具をそれ
ぞれ固定する。したがって、梁部材に対する緊張材の取り付け作業の手間が低減される。
【００１２】
　また、棒状本設部材用の貫通孔を流用して梁端部に緊張材取付治具を固定するため、梁
端部に新たな貫通孔を形成する必要がない。
【００１３】
　しかも、緊張材取付治具は、梁端部の両側に固定される。そのため、例えば、梁部材の
上に鉄筋コンクリート造等のスラブを施工する際に、緊張材取付治具及び緊張材が邪魔に
ならず、緊張材取付治具及び緊張材を撤去する必要がない。したがって、スラブの施工性
が向上する。
【００１４】
　さらに、緊張材取付治具及び緊張材を梁端部に取り付けた状態で、すなわち緊張材によ
って梁部材及び柱部材を所定位置に拘束した状態でスラブを施工することにより、スラブ
の施工に伴う柱部材及び梁部材の位置ずれ等が低減される。したがって、柱部材及び梁部
材の施工精度が向上する。
【００１５】
　請求項２に記載の柱梁部材の施工方法は、請求項１に記載の柱梁部材の施工方法におい
て、前記梁部材が、少なくとも外周部に木質部を有し、前記緊張材取付治具が、前記棒状
仮留部材及び前記棒状本設部材が固定される固定プレートを有し、前記梁設置工程におい
て、前記梁端部に上下方向に形成されたスリットに前記ガセットプレートを挿入し、前記
建直し工程において、前記梁端部の側面に前記固定プレートを重ねた状態で固定する。
【００１６】
　請求項２に係る柱梁部材の施工方法によれば、梁部材は、少なくとも外周部に木質部を
有している。この場合、例えば、梁部材に緊張材を巻き付けて緊張させると、緊張材が梁
部材の外周部に食い込み、当該外周部に傷等が付く可能性がある。
【００１７】
　これに対して本発明では、建直し工程において、梁端部の両側の側面に緊張材取付治具
の固定プレートを重ねた状態でそれぞれ固定する。これにより、例えば、一方の緊張材取
付治具に取り付けられた緊張材を緊張させたときに、当該緊張材の緊張力が他方の緊張材
取付治具の固定プレートを介して梁端部の側面に分散して伝達される。したがって、梁端
部の外周部の傷等を抑制することができる。
【００１８】
　請求項３に記載の柱梁部材の施工方法は、請求項１または請求項２に記載の柱梁部材の
施工方法において、前記建直し工程において、前記梁端部の少なくとも一方側に、前記梁
端部を斜め下方へ引っ張る緊張材が取り付けられる斜め下方用の前記緊張材取付治具と、
前記梁端部を横方向へ引っ張る緊張材が取り付けられる横方向用の前記緊張材取付治具を
並べて固定する。
【００１９】
　請求項３に係る柱梁部材の施工方法によれば、建直し工程において、梁端部の少なくと
も一方側に、斜め下方用の緊張材取付治具と、横方向用の緊張材取付治具を並べて固定す
る。斜め下方用の緊張材取付治具には、梁端部を斜め下方へ引っ張る緊張材が取り付けら
れ、横方向用の緊張材取付治具には、梁端部を横方向へ引っ張る緊張材が取り付けられる
。これらの緊張材を緊張させることにより、梁端部を斜め下方及び横方向へ引っ張ること
ができるため、柱部材及び梁部材の建直し精度が向上する。
【発明の効果】
【００２０】
　以上説明したように、本発明に係る柱梁部材の施工方法によれば、緊張材の取り付け作
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業の手間を低減することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の一実施形態における木質柱と木質梁との接合部を示す側面図（立面図）
である。
【図２】図１の２－２線断面図である。
【図３】図１の３－３線断面図である。
【図４】本発明の一実施形態における斜め下方用の緊張材取付治具を示す斜視図である。
【図５】木質梁の梁端部の側面に斜め下方用の緊張材取付治具を固定した状態を示す縦断
面図である。
【図６】本発明の一実施形態における梁設置工程を説明する側面図（立面図）である。
【図７】本発明の変形例における横方向用の緊張材取付治具を示す斜視図である。
【図８】図７に示される横方向用の緊張材取付治具を示す平面図である。
【図９】本発明の変形例における鉄骨柱と木質梁との接合部を示す側面図（立面図）であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、図面を参照しながら本発明の一実施形態に係る柱梁部材の施工方法について説明
する。先ず、本実施形態における木質柱と木質梁との接合構造について説明する。
【００２３】
　図１に示されるように、木質梁４０は、木質柱１０と図示しない木質柱との間に架設さ
れており、その両側の梁端部４０Ｔが木質柱１０の仕口部１０Ａに接合されている。
【００２４】
　木質梁４０の上には、鉄筋コンクリート造のスラブ６０が構築される。このスラブ６０
と交差する木質柱１０の部位には、後述する心部１２を露出させる切欠き部３６が形成さ
れている。この切欠き部３６に、スラブ６０を構成するスラブコンクリートを打設するこ
とにより、スラブ６０によって心部１２が被覆されるようになっている。
【００２５】
　図２に示されるように、柱部材の一例としての木質柱１０には、耐火構造が適用されて
いる。この木質柱１０は、断面略矩形に形成されており、心部１２と、燃え止まり層１４
と、燃え代層２０とを有している。
【００２６】
　心部１２は、板状や角柱状の複数の木製単材を接着剤等で一体化させた集成材によって
断面矩形に形成されており、木質柱１０が負担する荷重等を支持可能に構成されている。
この心部１２の外側には、燃え止まり層１４が配置されている。
【００２７】
　燃え止まり層１４は、火災時における燃え代層２０の燃焼を停止（自然鎮火）させ、心
部１２の燃焼を抑制する層であり、心部１２を囲んでいる。つまり、燃え止まり層１４は
、心部１２を耐火被覆している。この燃え止まり層１４は、心部１２の外周面に沿って交
互に配列された複数のモルタル板１６及び複数の木板１８を有している。モルタル板１６
及び木板１８は、木質柱１０の材軸方向に沿って配置され、接着剤等によって心部１２の
外周面に接合されている。
【００２８】
　モルタル板１６は、木板１８よりも熱容量が大きくなっており、このモルタル板１６と
木板１８とを交互に配列することにより、燃え止まり層１４の熱容量が全体として心部１
２及び燃え代層２０の熱容量よりも大きくなっている。この燃え止まり層１４の外側には
、燃え代層２０が配置されている。
【００２９】
　木質部としての燃え代層２０は、火災時に燃焼して炭化層（断熱層）を形成することに
より、心部１２への火災熱の浸入を抑制する層であり、燃え止まり層１４を囲んでいる。
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つまり、燃え代層２０は、燃え止まり層１４を耐火被覆している。この燃え代層２０は集
成材によって形成されており、接着剤等によって燃え止まり層１４に接合されている。な
お、燃え代層２０の厚み（層厚）は、木質柱１０に求められる要求耐火性能（耐火時間）
や燃え代層２０の燃焼速度等に応じて適宜設定されている。
【００３０】
　木質柱１０の仕口部１０Ａの側面には、心部１２を露出させる溝部２２が形成されてい
る。溝部２２は上下方向に延びる矩形の長溝とされており、この溝部２２を介してブラケ
ット２４が心部１２に固定されている。なお、溝部２２の内側面には、モルタル板３８が
接着剤等によって接合されている。
【００３１】
　ブラケット２４は平断面視にて略Ｔ字形状に形成されており、心部１２に固定されるフ
ランジ２４Ａと、フランジ２４Ａから外側（木質梁４０側）へ張り出すガセットプレート
２４Ｂとを有している。フランジ２４Ａは、心部１２の側面に重ねられており、心部１２
を貫通する複数のボルト２６及びナット２８，３２によって当該心部１２に固定されてい
る。なお、心部１２における溝部２２と反対側の側面には、支圧板３０及びナット３２を
収容する溝部３４が形成されている。
【００３２】
　木質柱１０と同様に、木質梁４０にも耐火構造が適用されている。この木質梁４０は、
図３に示されるように、断面略矩形に形成されており、心部４２と、燃え止まり層４４と
、木質部としての燃え代層４６とを有している。これらの心部４２、燃え止まり層４４、
及び燃え代層４６の基本的構成は、前述した木質柱１０の心部１２、燃え止まり層１４、
及び燃え代層２０と同様であるため、説明を省略する。なお、木質梁４０では、心部４２
の上面がスラブ６０（図１参照）によって被覆されるため、心部４２の上側には燃え止ま
り層４４及び燃え代層４６が設けられていない。
【００３３】
　木質梁４０の梁端部４０Ｔには、上下方向に延びると共に上方からガセットプレート２
４Ｂが挿入可能なスリット４８が形成されている。スリット４８は、木質梁４０の上面か
ら心部４２の下部へ延びると共に、木質梁４０の上面及び端面を開口している。
【００３４】
　スリット４８には、木質梁４０の上面側からガセットプレート２４Ｂが挿入されている
。また、梁端部４０Ｔの側面４０Ｓ及びガセットプレート２４Ｂには、複数の貫通孔５０
，５２がそれぞれ形成されている。これらの貫通孔５０，５２に挿入された棒状本設部材
としてのドリフトピン５４によって、ガセットプレート２４Ｂと梁端部４０Ｔとが接合さ
れている。
【００３５】
　なお、貫通孔５０には、ドリフトピン５４を隠す木栓を挿入しても良い。また、図２に
示されるように、木質柱１０の側面と木質梁４０の端面との隙間には、木製の目地材５６
が挿入されている。また、心部１２の端面は、モルタル板５８によって被覆されている。
【００３６】
　次に、緊張材取付治具の構成について説明する。
【００３７】
　図４に示されるように、梁端部４０Ｔの側面４０Ｓには、斜め下方用の緊張材取付治具
７０が取り付けられる。斜め下方用の緊張材取付治具（以下、「下方用取付治具」という
）７０は、梁端部４０Ｔに当該梁端部４０Ｔを斜め下方へ引っ張るワイヤー等の緊張材８
６（図５参照）を取り付ける治具である。この下方用取付治具７０は、梁端部４０Ｔの側
面４０Ｓに固定される固定部としての固定プレート７０Ａと、緊張材８６が取り付けられ
る取付部としての縦取付リブ７０Ｂとを有している。
【００３８】
　固定プレート７０Ａは略矩形に形成されており、ベニア板等の保護プレート７２を介し
て梁端部４０Ｔの側面４０Ｓに重ねられる。これらの固定プレート７０Ａ及び保護プレー
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ト７２の両側には、梁端部４０Ｔの所定の貫通孔５０に対応する複数（本実施形態では各
２つ）の固定孔７４，７６がそれぞれ形成されている。
【００３９】
　固定プレート７０Ａ及び保護プレート７２の固定孔７４，７６には、図５に示されるよ
うに、梁端部４０Ｔ及びガセットプレート２４Ｂの貫通孔５０，５２（図３参照）を貫通
する棒状仮留部材としてのボルト７８の端部が挿入可能になっている。このボルト７８及
びナット８０によって固定プレート７０Ａが保護プレート７２を介して梁端部４０Ｔの側
面４０Ｓに固定される。なお、保護プレート７２は、必要に応じて設ければ良く、適宜省
略可能である。
【００４０】
　縦取付リブ７０Ｂは固定プレート７０Ａの中央部から張り出すと共に、その中央部に取
付孔８２が形成されている。この取付孔８２には、フック８４を介して緊張材８６が取り
付けられる。また、縦取付リブ７０Ｂは、緊張材８６の緊張力によって発生するモーメン
トに対して抵抗し易いように、上下方向に沿って配置されている。
【００４１】
　次に、本実施形態に係る柱梁部材の施工方法の一例について説明する。
【００４２】
　先ず、梁設置工程について説明する。
　図６に示されるように、一対の木質柱１０の各々から張り出すガセットプレート２４Ｂ
の下側に木質梁４０を配置すると共に、当該木質梁４０を図示しない揚重機等によって吊
り上げ、両側の梁端部４０Ｔに形成されたスリット４８にガセットプレート２４Ｂをそれ
ぞれ挿入する。これにより、ガセットプレート２４Ｂに対し、側面視にて梁端部４０Ｔが
重ねられる。
【００４３】
　次に、建直し工程について説明する。
　図４に示されるように、梁端部４０Ｔ及びガセットプレート２４Ｂの所定の貫通孔５０
，５２に仮設のボルト７８を挿入する。次に、梁端部４０Ｔの両側に保護プレート７２及
び下方用取付治具７０を配置し、ボルト７８の端部を保護プレート７２及び固定プレート
７０Ａの固定孔７６，７４に挿入する。そして、ボルト７８の両端部にナット８０を締め
込むことにより、梁端部４０Ｔの両側の側面４０Ｓに保護プレート７２を介して固定プレ
ート７０Ａを重ねた状態で下方用取付治具７０をそれぞれ固定する。なお、下方用取付治
具７０の固定に使用しない他の貫通孔５０，５２には、ドリフトピン５４を挿入しても良
い。
【００４４】
　次に、図５に示されるように、各下方用取付治具７０の縦取付リブ７０Ｂにフック８４
を介して緊張材８６を取り付ける。そして、図示しないレバーブロック（登録商標）等に
よって各緊張材８６を緊張させ、梁端部４０Ｔを両側から引っ張ることにより、木質梁４
０の位置や木質柱１０の傾きを調整する。なお、緊張材８６が予め取り付けられた下方用
取付治具７０を梁端部４０Ｔの側面４０Ｓに固定しても良い。
【００４５】
　その後、スラブ構築工程において、木質梁４０の上にスラブ６０（図１参照）用の型枠
を仮設すると共にスラブ筋を配筋し、スラブコンクリートを打設して硬化させる。これに
より、スラブ６０を構築する。
【００４６】
　次に、柱梁部材接合工程について説明する。
　スラブコンクリートの硬化後、梁端部４０Ｔの両側から下方用取付治具７０及びボルト
７８を撤去する。次に、ボルト７８に換えて梁端部４０Ｔの側面４０Ｓ及びガセットプレ
ート２４Ｂの貫通孔５０，５２に本設のドリフトピン５４を挿入し、ガセットプレート２
４Ｂと梁端部４０Ｔとを接合（本接合）する。
【００４７】
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　次に、本実施形態の効果について説明する。
【００４８】
　前述したように、本実施形態では、建直し工程において、梁端部４０Ｔの側面４０Ｓ及
びガセットプレート２４Ｂにそれぞれ形成された貫通孔５０，５２にボルト７８を挿入し
、梁端部４０Ｔの両側に下方用取付治具７０をそれぞれ固定する。したがって、梁端部４
０Ｔに対する緊張材８６の取り付け作業の手間が低減される。
【００４９】
　また、ボルト７８によって梁端部４０Ｔとガセットプレート２４Ｂとが仮接合される。
この状態で、各下方用取付治具７０に取り付けられた緊張材８６を緊張させ、梁端部４０
Ｔを両側から斜め下方へ引っ張ることにより、仮接合された木質梁４０及び木質柱１０の
建直しを行うことができる。
【００５０】
　さらに、本設のドリフトピン５４用の貫通孔５０，５２を流用して梁端部４０Ｔに下方
用取付治具７０を固定するため、梁端部４０Ｔに新たな貫通孔を形成する必要がない。
【００５１】
　しかも、下方用取付治具７０は、梁端部４０Ｔの側面４０Ｓに固定される。すなわち、
下方用取付治具７０は、木質梁４０の上に構築されるスラブ６０よりも下側に配置される
。そのため、例えば、木質梁４０の上にスラブ６０を施工する際に、これらの下方用取付
治具７０及び当該下方用取付治具７０に取り付けられた緊張材８６が邪魔にならず、下方
用取付治具７０及び緊張材８６を撤去する必要がない。したがって、スラブ６０の施工性
が向上する。一方、例えば、木質梁４０の梁端部４０Ｔや木質柱１０の切欠き部３６に緊
張材を巻き付けた場合は、スラブ６０の施工時に緊張材が邪魔になる。そのため、緊張材
を撤去しなければならず、スラブ６０の施工に手間がかかる。
【００５２】
　さらに、下方用取付治具７０及び緊張材８６を梁端部４０Ｔに取り付けた状態で、すな
わち緊張材８６によって木質梁４０及び木質柱１０を所定位置に拘束した状態で、スラブ
６０を施工することにより、スラブ６０の施工に伴う木質梁４０及び木質柱１０の位置ず
れ等が低減される。したがって、木質梁４０及び木質柱１０の施工精度が向上する。
【００５３】
　ここで、木質梁４０の外周部は、木質部としての燃え代層４６が設けられている。その
ため、木質梁４０に緊張材８６を巻き付けて緊張させると、緊張材８６が燃え代層４６に
食い込み、当該燃え代層４６に傷等が付く可能性がある。この対策として、木質梁４０の
外周に緩衝材等を巻き付け、その上から緊張材８６を巻き付けることも考えられるが、こ
の場合、緩衝材の巻き付け作業に手間がかかる。
【００５４】
　これに対して本実施形態では、建直し工程において、梁端部４０Ｔの両側の側面４０Ｓ
に保護プレート７２を介して下方用取付治具７０の固定プレート７０Ａを重ねた状態でそ
れぞれ固定する。これにより、例えば、一方の下方用取付治具７０に取り付けられた緊張
材８６を緊張させたときに、当該緊張材８６の緊張力が他方の下方用取付治具７０の固定
プレート７０Ａを介して梁端部４０Ｔの側面４０Ｓに分散して伝達される。
【００５５】
　したがって、梁端部４０Ｔの燃え代層４６の傷等を抑制することができる。これに加え
、本実施形態では、梁端部４０Ｔの側面４０Ｓと固定プレート７０Ａとの間に保護プレー
ト７２を配置したことにより、燃え代層４６の傷等をさらに抑制することができる。
【００５６】
　また、下方用取付治具７０の縦取付リブ７０Ｂは、緊張材８６の緊張力によって発生す
るモーメントに対して抵抗し易いように、上下方向に沿って配置されている。したがって
、縦取付リブ７０Ｂの変形等が抑制されるため、下方用取付治具７０の耐久性が向上する
。さらに、下方用取付治具７０及びボルト７８等は、他の木質梁や木質柱の建直しにも使
用することができる。したがって、コスト削減を図ることができる。
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【００５７】
　次に、上記実施形態の変形例について説明する。
【００５８】
　上記実施形態では、梁端部４０Ｔの側面４０Ｓに下方用取付治具７０を固定した例を示
したが、これに限らない。例えば、梁端部４０Ｔの側面４０Ｓには、梁端部４０Ｔを横方
向へ引っ張る緊張材を取り付ける横方向用の緊張材取付治具を固定しても良い。
【００５９】
　具体的には、図７に示されるように、梁端部４０Ｔの側面４０Ｓには、下方用取付治具
７０及び横方向用の緊張材取付治具（以下、「横方向用取付治具」という）９０が上下方
向に並んで取り付けられている。横方向用取付治具９０は、梁端部４０Ｔの側面４０Ｓに
固定される固定部としての固定プレート９０Ａと、緊張材９２が取り付けられる取付部と
しての横取付リブ９０Ｂとを有し、下方用取付治具７０の上側に配置されている。
【００６０】
　固定プレート９０Ａは、下方用取付治具７０の固定プレート７０Ａと同じ構成とされて
いるが、横取付リブ９０Ｂは、下方用取付治具７０の縦取付リブ７０Ｂとは向きが異なっ
ている。具体的には、横取付リブ９０Ｂは、緊張材９２の横方向（斜め横方向）の緊張力
によって発生するモーメントに対して抵抗し易いように、木質梁４０の材軸方向に沿って
配置されている。なお、横取付リブ９０Ｂの他の構成は、縦取付リブ７０Ｂと同じである
。
【００６１】
　この横方向用取付治具９０には、例えば、図８に示されるように、隣接する木質梁４０
の対向する側面４０Ｓにそれぞれ固定される。そして、各々の横取付リブ９０Ｂに取り付
けられた横方向用の緊張材９２をレバーブロック（登録商標）９４によって緊張させ、梁
端部４０Ｔを横方向に引っ張ることにより、木質梁４０の位置や木質柱１０の傾きを調整
することができる。なお、二点鎖線で示されるように、一方の木質梁４０の梁端部４０Ｔ
と、他方の木質梁４０の反対側の梁端部（図示省略）とに緊張材９２を取り付け、梁端部
４０Ｔを斜め横方向へ引っ張っても良い。
【００６２】
　このように梁端部４０Ｔの側面４０Ｓに下方用取付治具７０及び横方向用取付治具９０
を固定することにより、梁端部４０Ｔを斜め下方及び横方向へ引っ張ることができるため
、木質柱１０及び木質梁４０の建直し精度を向上させることができる。
【００６３】
　なお、本変形例では、梁端部４０Ｔの両側の側面４０Ｓに、下方用取付治具７０及び横
方向用取付治具９０をそれぞれ固定した例を示したが、これに限らない。例えば、梁端部
４０Ｔの一方の側面４０Ｓに下方用取付治具７０及び横方向用取付治具９０を固定し、梁
端部４０Ｔの他方の側面４０Ｓに下方用取付治具７０及び横方向用取付治具９０の何れか
を固定しても良い。また、梁端部４０Ｔの側面４０Ｓには、横方向用取付治具９０のみを
固定しても良い。さらに、下方用取付治具７０及び横方向用取付治具９０の数や配置は、
必要に応じて適宜変更可能である。
【００６４】
　また、緊張材取付治具としては、例えば、一つの固定プレート７０Ａに対して複数の縦
取付リブ７０Ｂを設けても良いし、縦取付リブ７０Ｂ及び横取付リブ９０Ｂを設けても良
い。また、取付部としての縦取付リブ７０Ｂ及び横取付リブ９０Ｂの向きや形状も適宜変
更可能である。さらに、取付部としては、例えば、Ｕ字状のフック等を用いても良い。
【００６５】
　また、棒状仮留部材としては、両端部に雄ねじが切られたボルト７８に限らず、一方の
端部にのみ雄ねじが切られたボルト等を用いても良い。また、棒状固定部材としては、ド
リフトピン５４に限らず、他の棒状部材を用いても良い。
【００６６】
　また、上記実施形態では、耐火構造が適用された木質梁４０を例に梁部材を説明したが
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、これに限らない。梁部材としては、集成材で形成された無耐火構造の木質梁や、集成材
の中心部に形鋼を埋設したハイブリッド木質梁を用いても良い。このように少なくとも外
周部に木質部を有する木質梁に、上記実施形態は特に有効である。さらに、梁部材として
は、鉄骨造の鉄骨梁を用いても良い。柱部材についても同様である。
【００６７】
　例えば、図９に示される木質梁１００は全体が集成材で形成されており、中央部び外周
部に木質部を有すると共に、その梁端部１００Ｔに上下方向に延びるスリット１０２が形
成されている。このスリット１０２は、木質梁１００の下面から上面に亘って形成されて
いる。
【００６８】
　一方、鉄骨柱１１０は、Ｈ形鋼で形成されている。この鉄骨柱１１０の仕口部１１０Ａ
には、上下一対の補強プレート１１２が設けられる。また、鉄骨柱１１０のフランジ部１
１０Ｆからは、梁端部１００Ｔのスリット１０２に挿入されるガセットプレート１１４が
張り出している。このガセットプレート１１４及び梁端部１００Ｔの側面１００Ｓには図
示しない貫通孔がそれぞれ形成されており、これらの貫通孔に挿入されたドリフトピン５
４によってガセットプレート１１４と梁端部１００Ｔとが接合されている。このような梁
端部１００Ｔの側面１００Ｓに対しても、下方用取付治具７０等を取り付けることができ
る。
【００６９】
　また、図示を省略するが、上記実施形態は、鉄骨柱から張り出すガセットプレートと鉄
骨梁の梁端部との接合部にも適用可能である。例えば、鉄骨柱から張り出すガセットプレ
ートをＨ形鋼の鉄骨梁のウェブ部に重ね合わせ、これらのガセットプレート及びウェブ部
にそれぞれ形成された貫通孔に挿入された高力ボルト（本設棒状部材）及びナットによっ
て鉄骨柱と鉄骨梁とを接合する接合構造において、高力ボルトに替えて仮設棒状部材とし
てのボルト等によりウェブ部またはガセットプレートの側面に緊張材取付治具を取り付け
ても良い。
【００７０】
　以上、本発明の一実施形態について説明したが、本発明はこうした実施形態に限定され
るものでなく、一実施形態及び各種の変形例を適宜組み合わせて用いても良いし、本発明
の要旨を逸脱しない範囲において、種々なる態様で実施し得ることは勿論である。
【符号の説明】
【００７１】
１０　　　木質柱（柱部材）
２４Ｂ　　ガセットプレート
４０　　　木質梁（梁部材）
４０Ｔ　　梁端部
４０Ｓ　　側面
４６　　　燃え代層（木質部）
４８　　　スリット
５０　　　貫通孔
５２　　　貫通孔
５４　　　ドリフトピン（棒状本設部材）
７０　　　斜め下方用の緊張材取付治具
７０Ａ　　固定プレート
７８　　　ボルト（棒状仮留部材）
８６　　　緊張材
９０　　　横方向用の緊張材取付治具
９０Ａ　　固定プレート
９２　　　緊張材
１００　　木質梁（梁部材）
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１００Ｔ　梁端部
１００Ｓ　側面
１０２　　スリット
１１０　　鉄骨柱（柱部材）
１１４　　ガセットプレート

【図１】 【図２】
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